
１. こおりやま広域圏の概要

■ 構成：４市７町４村（中心市：郡山市）
■ 人口：約59万人（福島県の約３割）

■ 面積：約2,968ｋ㎡（福島県の約２割）

こおりやま広域連携中枢都市圏ビジョン（案）の概要について 資料３

福島県県中地方12市町村に郡山
市への通勤通学割合10％以上の
３市町村を含めた15市町村に
よって圏域を設定

【構成市町村】
郡山市、須賀川市、田村市、
本宮市、大玉村、鏡石町、
天栄村、猪苗代町、石川町、
玉川村、平田村、浅川町、
古殿町、三春町、小野町

２. こおりやま広域圏の現状

３. こおりやま広域圏の将来像と目標 ４. 具体的な取組(連携協約項目)

「広め合う、高め合う、助け合う」
●●都市圏の実現

(1) 産学金官民一体となった経済成長の推進体制の構築
(2) 新規創業の促進及び地域産業の振興
(3) 地域資源を活用した地域経済の裾野拡大
(4) 戦略的な観光施策の推進

ア 経済成長のけん引

(1) 高度な医療サービスの提供
(2) 高度な中心拠点の整備・広域的公共交通網の構築
(3) 高等教育・研究開発の環境整備

イ 高次の都市機能の集積・強化

(1) 地域医療・福祉・子育ての充実
(2) 教育・文化・スポーツの振興
(3) 広域的な土地利用の促進
(4) 地域振興
(5) 災害対策・住民の安全安心確保
(6) 環境対策の推進
(7) 地域公共交通の充実
(8) ＩＣＴインフラの整備
(9) 道路等の社会インフラの整備・維持
(10)地域の生産者や消費者等の連携による地産地消
(11)圏域内外の住民との交流・移住促進
(12)圏域マネジメント能力の強化

ウ 生活関連機能サービスの向上

■ 経済産業の状況
〇 第１次、２次、３次産業等の状況

⇒ 県内でも卸売業をはじめ高いシェアを占める
こ

■ 都市機能の集積状況
〇 医療・福祉、教育・文化・スポーツ、商業施設、

国の機関、交通等の集積状況

■ 各市町村の財政状況 等

広め合う、
高め合う、

助け合う

将来構想（案）

「知の結節点」圏域「経済県都」圏域

多様かつ高度な産業や
研究機関が集積された

様々な分野で住民や情報
研究成果が行き交う

（例示）産業項目別県内シェア

（例示） 産業研究機関の集積

産業技術総合研究所

（郡山市）

国立環境研究所福島支部

（三春町）

One for all, All for one!
～１自治体は圏域全体のため、
圏域全体は１自治体のために ～
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〜 持続可能な圏域の創⽣ 〜

＜ 圏域の人口目標（2040年）＞

予測される人口：457,278人
（社人研準拠 独自推計）

⇒ 目標人口：527,718人
(各市町村人口ビジョン目標合計）

527,718人

2040

※長期的にも
50万人規模を維持

■ 三交（交易、交通、交信） の活性化

人、モノ、情報が行き交う拠点性をさらに高める
k

■ こおりやま広域圏の強みを⽣かした連携推進

ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ、ﾁｬﾚﾝｼﾞ･ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ、ICT･ｶｲｾﾞﾝ、SDGs 等

＜目標達成に向けて＞

※都市宣言等を踏まえ検討中

※502,762

※県の人口ビジョンを基に人口割で算出（参考値）


